
 - 1 - 

 

野草スケッチ アケビ（アケビ科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

199６/04/21  稲城市百村  絵と文 Ｔａ 

 

京王相模原線稲城駅のすぐ近くを、京王線と直角に交わってＪＲ武蔵野線が通っ

ている。 

ただし、貨物専用であり、府中本町～鶴見間の大部分が地下に潜っているため、

一般には馴染みが薄い。 

多少知っている人は、府中本町から多摩川を渡って稲城市へ入ると、すぐに地下

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  会報第７７号 ２０１１年５月１４日発行 発行責任者 尼子 房夫



 - 2 - 

へ入って、梶ヶ谷貨物駅まではずーっと潜っていると思っているのではないだろ

うか。 

ところが、京王線と交差するあたりは、息継ぎのため？地上へ顔を出し、高架で

京王線をまたいでいる。 

 

武蔵野線が梶ヶ谷までの長いトンネルへ再び入る直前、稲城市百村（もむら）に

妙見寺がある。 

妙見寺の山門に向かって左側の階段は、北辰妙見尊と呼ばれる神社へ続いている。 

北辰も妙見も、北極星の意味で、北斗信仰と深いかかわりがあるようだ。 

ちなみに、妙見尊のお祭りは「星まつり」である。 

余談だが、千葉周作の「北辰一刀流」も、生家の妙見信仰からの命名だという。 

 

妙見寺から妙見尊へ登り、そのまま進むと、南山（みなみやま）へつながってい

る。 

このコースはハイキングに利用する人も多い。 

私も毎年数回はこのコースを通って植物観察を行っている。 

ここにはアケビが多い。 

 

いつか、アケビの花を描きたいと思っていた。 

アケビは、信州にいた頃から、山菜として利用している。 

といっても、食用にするのは果実ではなく、アケビのつるである。 

４月、伸びだしたつるの先端を摘んで、おひたしにして食べる。 

さくさくした歯ざわりと、ほろ苦い味わいが、ビールにぴったりだ。 

 

アケビを摘む頃は、ちょうど開花時期でもある。 

花には雌花雄花があって、雌花には紫色の房のようなものがついている。 

これが秋に果実になる部分だ。 

つるを摘むとき、アケビの花と目が合う（？）と、ちょっと申し訳ない気分にな

る。 

食材にしていた贖罪と、花の形の面白さからスケッチ対象として心に刻まれ、徐々

にランクが上がっていったのではなかったかと思う。 

 

アケビが生えているような場所は、崖地だったり藪の茂みの上だったりすること

が多く、足場が悪い。花に出会えても、足場が悪くてスケッチできないことが多

いのだ。
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このスケッチは、妙見尊の裏手に咲いていたものを描いた。 

足場は悪くはなかったが、花は私の頭上にある。 

背伸びをするような姿勢を長時間続けながらのスケッチ、いささかくたびれた。 

そのせいか、少し手抜きをしたような気がする。 

贖罪どころか、また借りを作ってしまったのかもしれない。 

（２０００年４月記） 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

〔観察記録〕４月１６日 三沢川下り 

午後から天気が崩れるかもしれないという天気予報でしたが、集合時間の１０

時頃は好天で、汗ばむほどでした。 

若葉台駅前に集合したのは５３人、その後も数人の参加者がいらしたようなの

で、ほぼ５５人ということになります。 

 

三沢川下りは、稲城の会の春の定例行事のようになっていますが、毎年楽しみ

にしていた稲城ふれあいの森（旧キャンプ村）に今年は入ることができないとの

ことで、やむを得ず三沢川左岸の若葉台公園から観察を始めました。若葉台公園

の台地から一気に上谷戸川（かさやとと読みます）の谷頭に下ります。この谷頭

からは湧水が出ているように作られていますが、広沢さんの話だと、台地上の団

地や公園の雨水を集めて濾過した水を流しているのだそうです。この川では、夏

になるとホタルを放して人を呼んでいるみたいですが、ここに放たれているホタ

ルは関西弁を話すみたいです。 

上谷戸大橋の下で昼食タイムとなりました。この日の日差しは強かったため、

多くの方は橋の陰に隠れて昼食をとっていたようですが、なかには食べ終わった

頃には日向になってしまったかたもいらしたようです。この橋の橋梁には、チョ

ウゲンボウが営巣していて、最近では４ペアに増えてきたらしく、昼食タイムの

間も、しょっちゅうチョウゲンボウを見ることができました。 

午後は三沢川を渡り(この日初めての三沢川との対面です！）高勝寺を経て、清

水谷戸、駒沢学園の広場などを観察しながら、最後にやっと文字通り三沢川を下

りながら、稲城駅へ向かいました。 

広沢さんの話では、この日歩いた三沢川周辺では、稲城の他の地区では見られ

ないような植物が数多く見られるのだそうです。このあたりの台地は多摩Ⅰ面と

呼ばれる、５０万年ほど前に形成された相模川の扇状地なのだそうでが、さてそ

の後に三沢川はどんな生い立ちをしたのか興味深いことではあります。
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今回も名札貼り、ウグイス嬢、名札回収に協力いただいた皆様に、感謝！ で

す。 

あ、アナウンス係は男性だったから、ウグイス兄ちゃんか、ウグイスオヤジ

か・・・（とーはもん） 

▼観察記録（番号順） 

(1) カツラ、(2)チガヤ、(3)カモガヤ、(4)スズメノカタビラ、(5)ヒメオドリコソ

ウ(花)、(6)オランダミミナグサ(花)、(7)カラスノエンドウ(花)、(8)スズメノヤリ、

(9)キランソウ(花)、(10)ケヤキ(花)、(11)クヌギ(花)、(12)コナラ、(13)コブシ

(花)、(14)エノキ、(15)ソメイヨシノ(花)、(16)ヤマザクラ(花)、(17)マンサク、

(18)クスノキ、(19)ヒュウガミズキ、(20)オオシマザクラ SP(花)、(21)エゴノ

キ、(22)クマシデ(花)、(23)アセビ(花)、(24)ブタナ、(25)スイバ(花)、(26)タ

チツボスミレ(花)、(27)オヤブジラミ、(28)モミジイチゴ(花)、(29)キリ(蕾)、(30)

クサギ、(31)オニタビラコ(花)、(32)ミチタネツケバナ、(33)カントウタンポポ

(花)、(34)スズメノエンドウ(花)、(35)クサソテツ、(36)イヌコリヤナギ、(37)

ケキツネノボタン(花)、(38)カキドオシ(花)、(39)クサイチゴ(花)、(40)キブシ(花)、

(41)ニワトコ(花)、(42)オカウコギ、(43)ケンポナシ、(44)イヌガヤ、(45)アオ

キ(花)、(46)オランダガラシ(花)、(47)ヌルデ、(48)タラノキ、(49)ムラサキサ

ギゴケ(花)、(50)ゴマギ、(51)ハコネウツギ、(52)サワグルミ、(53)ムクノキ、

(54)ジロボウエンゴサク(花)、(55)イチリンソウ(花)、(56)ニリンソウ(花)、(57)

ツルニンジン、(58)マルバスミレ(花)、(59)タチイヌノフグリ(花)、(60)オオイ

ヌノフグリ(花)、(61)トキワハゼ(花)、(62)ナズナ(花)、(63)アメリカフウロ(花)、

(64)ユウゲショウ(花)、(65)ツボミオオバコ(花)、(66)ナガミヒナゲシ(花)、(67)

キュウリグサ(花)、(68)イヌムギ、(69)タガラシ(花)、(70)オオジシバリ(花)、(71)

サンショウ、(72)シロヤブケマン(花)、(73)ノミノツヅリ(花)、(74)ヤブニンジ

ン(花)、(75)ウラシマソウ(花)、(76)アカメガシワ、(77)ミツバツチグリ(花)、(78)

コクサギ(花)、(79)ヤマルリソウ(花)、(80)クマヤナギ、(81)アリアケスミレ(花)、

(82)イカリソウ(花)、(83)シキミ(花)、(84)ミツバツツジ(花)、(85)ナギイカダ、

(86)ベニバナトキワマンサク(花)、(87)クサノオウ(花)、(88)ヘビイチゴ(花)、

(89)イヌショウマ、(90)ヤマトリカブト、(91)アオイスミレ、(92)キツネノカ

ミソリ、(93)サラシナショウマ、(94)ハンショウヅル、(95)キバナアキギリ、(96)

ナガバノスミレサイシン、(97)ワレモコウ、(98)ノカンゾウ、(99)ノジスミレ(花)、

(100)ゲンゲ(花)、(101)ヤブタビラコ(花)、(102)ツボスミレ(花)、(103)フラ

サバソウ(花)、(104)ヤブカンゾウ、(105)ヒメスミレ(花)、(106)ヤマイタチシ

ダ、(107)ベニシダ、(108)ミヤマナルコユリ(蕾)、(109)タマノカンアオイ(花)、

(110)イヌワラビ、(111)ウグイスカグラ(花)、(112)シラヤマギク、(113)クサ
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ボケ、(114)ユリワサビ(花)、(115)スズメノテッポウ、(116)セトガヤ、(117)

キツネアザミ(蕾)、(118)コオニタビラコ(花)、(119)ヤドリギ 

 

▼参加の皆様、お疲れ様でした。 

暑いくらいの陽気の中、15,000 歩ほど歩きました。 

今回のコースは「ふれあいの森」に入れないため、上谷戸川（かさやとがわ）

に沿ったものになりました。 

ジロボウエンゴサク、イチリンソウ、ニリンソウなどは稲城では三沢川周辺に

特異的に分布していますが、支流の上谷戸川でも同じように見られることが確認

できました。 

ただし、歩き始めの若葉台公園では帰化植物が多く、ちょっと寂しい感じでし

た。 

 

いつものように GPS データを国土地理院の地図へカシミールというソフトを

使って貼り付けた地図を添付します。例によって GPS 地図を貼り付けます。 

（Ｔａ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔紹介〕冬芽ハンドブック 

 稲城野草散策の会の世話役・広沢さんが初のハンドブックを刊行されました。 

 発行：文一総合出版、解説と絵：広沢毅、写真：林将之、定価：１２６０円 

林将之さんは、「葉で見わける樹木」、「樹皮ハンドブック」、「紅葉ハンドブック」

でおなじみの方です。
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＜本書の特長＞ 

●鮮明な冬芽のスキャン画像を多用した、ビジュアルな紙

面。 

●冬芽画像を一覧掲載した、初心者にも調べやすい検索表。 

●冬芽や葉痕、枝、幹の特徴を、比喩を交えて紹介した解

説。 

 

 書店で右のような本を見かけたら是非ご購入下さい。  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

〔行事予定〕2011/7/２4（日） 林試の森公園 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、東急目黒線武蔵小山駅 改札口付近 ※会旗目標 

武蔵小山駅の改札口は一個所だけです 

交 通 ＪＲ山手線目黒駅から２駅目 

急行も停まります 

行く先 

(解散場所） 

林試の森公園内で観察します。ＪＲ目黒駅 ｐｍ４時頃解散予定 

 

見所 

 その他 

ハナガガシなどの珍しい木のほか、外国産の木が見られます 

地 図 

 

公園の 

 園内 

 マップ 

 

 

コース 林試の森公園内を観察します。帰路目黒不動尊に寄り、目黒駅へ 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円



 - 7 - 

〔行事予定〕2011/５/14（土） 浅間山・野川公園 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、京王バス浅間山公園バス停付近（新小金井街道） 

※会旗目標 

交 通 京王線東府中駅から武蔵小金井駅南口行きバス(１時間に３本程度） 

ＪＲ中央線武蔵小金井駅南口から東府中（府中）行きバス(１時間に３

本程度） 

東府中駅から徒歩で、約１．６ｋｍ（３０分？） 

 

新小金井街道 

行く先 

( 解 散 場

所） 

浅間山公園から多摩墓地を抜けて、武蔵野公園、野川公園まで歩きま

す。「野川公園一の橋」バス停付近 ｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

ムサシノキスゲ、キンラン、ササバギンラン、ジュウニヒトエなどの

花が見られると思います 

地 図 

 

コース 浅間山公園→多摩墓地→武蔵野公園→野川公園→「野川公園一の橋」

バス停付近（解散） 

コースは天候その他により変更する場合があります 

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円

京王線
東府中駅

（３バス停）
京王バス
浅間山公園バス停

（８バス停）
ＪＲ
武蔵小金井駅
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〔行事予定〕2011/6/２6（日） 神代植物公園 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、神代植物公園正門前 ※会旗目標 

交 通 ・ 京王線調布駅 北口ロータリー・パルコ前 

        小田急バス １３番乗り場 吉祥寺行、三鷹行 

        京王バス   １４番乗り場 深大寺行 

・ 京王線つつじヶ丘駅 北口 

        京王バス 深大寺行 

・ 中央線三鷹駅 南口 

        小田急バス ５番乗り場 調布行 

        小田急バス ４番乗り場 深大寺行 

・ 中央線、京王井の頭線吉祥寺駅 南口丸井デパート前 

        小田急バス ４番乗り場 調布行 

        小田急バス ６番乗り場 深大寺行 

＊ いずれも「神代植物公園前」下車。バスの乗車時間は約２０

分から２５分程です。 

行く先 

(解散場所） 

神代植物公園内観察、調布野草園観察 

調布野草園ｐｍ４時頃解散予定 

見所 樹木、水生植物 

地 図 

 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円 

  神代植物公園入園料５００円（６５歳以上２５０円）各自負担 


